
こうざい たつお

「農業技術の匠」： 香西 達夫 さん（ 岡山県総社市 ）

～ 排水対策と太陽熱消毒による有機ニンジンの安定生産技術 ～

１ 技術確立の背景(目的）

有機農産物のニーズは高く、市場や卸売業者などからは安定し

た量を長期間出荷するように求められています。しかし、有機農

法による栽培は難しく生産が安定しないことや、手間がかかるた

め一般的に大面積の経営は困難です。香西さんはニンジンに経営

品目を絞り、技術の高度化と施設・装備の集約を図り、大規模経

営を可能にしています。

２ 技術概要（技術効果）
ニンジン栽培で課題となる土壌病害、過湿、品質低下、雑草対

策や、規模拡大、周年出荷体制の確立のため既存の技術に改良を

加えたり、独自に技術開発を行い、大規模安定生産を可能にして

います。具体的な技術内容は以下のとおりです。

（１）畝立後太陽熱処理：畝立てと同時に透明フィルムを張ること

で太陽熱処理の効果を高め、土壌病害の発生防止、雑草抑制を

実現しています。

（２）徹底した排水対策：明渠・暗渠・高畝栽培により土壌病害や

岐根を防いでいます。

（３）大型機械の利用や独自開発農具等：大型機械作業体系の確立

やトラクター装着型大型トンネル設置機、草削り機の開発で作

業効率を上げ、限られた人員、面積を最大限に利用しています。

このような工夫を重ねることで、ほ場の実面積４ ha に対しのべ

面積を５．６ ha にし、年間８か月の長期出荷を実現しています。

香西 達夫さん

３ 技術の地域への活用状況(普及状況）
香西さんが代表を務める（有）吉備路オーガニック

ワークでは農薬を一切使用しない栽培方法でニンジン

の大規模経営を行っており、また、有機ＪＡＳやおか

やま有機無農薬農産物の認定を受けており、県下最大

の有機ニンジン栽培面積を誇っています。病害虫およ

び雑草対策、省力化によってさらに面積の拡大が可能

になっています。また、これらの技術は近隣の有機ニ

ンジン栽培にも普及し、また、（有）吉備路オーガニ

ックワークで研修を受け独立した生産者にも受け継が

れています。一方、平成２１年に設立した総社市有機

農業推進協議会でも中核的な役割を果たし、地域ぐる

みでの有機農業の拡大を進めています。

また県内外からの視察者や学生等の研修受入も多

く、その経営手法や技術の普及が進んでいます。

ニンジンのは種作業
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＜技術のポイント＞

有機ニンジンの安定生産技術

有機ニンジンの大規模栽培に必要なこと＝病害虫および雑草対策と各作業の省力化

①岐根、病害及び雑草対策

・品質の向上（岐根・病害対策）

排水対策の徹底（溝から畝上面まで 30cm 確保した高畝栽培と暗渠、明渠の設置）

・雑草対策

夏期１～２週間の透明ポリマルチ(厚さ 0.02mm)

被覆による畝立て後太陽熱処理を行う。効果を高め

るために土壌水分は深さ 15cm まで十分確保する。

マルチフィルムは隙間のないよう張る。

②各作業の省力化

・散布幅の広い(15m)散水チューブ利用による太陽熱処理作業時間の短縮化

・耐候性ホースの利用

スプリンクラー送水管として耐候性ホースを利用し、スプリンクラー移動の簡

便化と畝間の過湿防止による機械の作業性の向上を図っている。

・畝立て後太陽熱処理と草削り機の開発による除草作業の省力化

・支柱運搬台の開発によるトンネル支柱立て作業の省力化

深耕ロータリーの深度を支柱

深さと同じにすることと、支柱

運搬台を利用することで支柱立

て作業を約 5 分／ 100m ／ 3 人

を可能にした。

・コンテナ収穫からフレコン収穫

にすることで収穫時の労力負荷

を大幅に軽減した。

●経営概要

・有機ＪＡＳ認証ほ場面積 ８ ha (H20 年 4 月現在)

・経営作目

ニンジン（４ ha、延べ面積 5.6ha）、水稲（3ha）、大豆（1.8ha）

●ニンジンの栽培概要

トンネル支柱運搬台(一度に 100 ｍ分

が可能)を利用したトンネル支柱立て

草削り機

大変軽量で扱いやすい

品目／月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

○ ○

★ ★

○ ○

★ ★

太陽熱処理

排水対策

　　○播種　　　　　　収穫　　　★草取り・水管理等　　　　　　トンネル被覆

春ニンジン

秋冬ニンジン


